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j.Pod耐震シェルター
（フレーム方向）

リブフレーム：180シリーズ（9フレーム）
Pod内法高：2540mm（フレーム芯高2720）
Pod内法幅：2730mm（中央に継ぎ手あり）
Pod奥行き：2730mm（最外リブフレーム芯）

壁面ブレースM20

耐震補強使用
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j.Pod耐震シェルター
（フレーム直交方向）

リブフレーム：180シリーズ（9フレーム）
Pod内法高：2540mm（既製品は2300mm）
Pod内法幅：2730mm（中央に継ぎ手あり）
Pod奥行き：2730mm（最外リブフレーム芯）

111kN
98kN

壁面ブレースM20

（M20ブレース：85kN）

耐震補強使用
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j.Pod耐震シェルター
（フレーム方向・直交方向とも）

リブフレーム：180シリーズ（9フレーム）
Pod内法高：2300mm（フレーム芯高2480）
Pod内法幅：2730mm（中央に継ぎ手あり）
Pod奥行き：2730mm（最外リブフレーム芯）

壁面ブレースM20

単独使用
　耐震シェルターの復元力特性は2008
年度に日本建築総合試験所で行った実
大加力実験によって検証されている。た
だし、左記の復元力特性は既製品の耐
震シェルターに応じたもので、特に階
高（フレーム芯高さ=2480mm）が標準
の単位フレーム高さ（2730mm）と異
なることに注意。したがって、既存建物
の耐震補強に他の耐震要素と併用する
場合は、下記に示す標準階高の復元力
特性を用いる。ただし既存建物の階高
に対応した階高補正が必要である。


